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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月12日(2015.6.12)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療上有効な低投与量の中枢神経系刺激薬；
　Ｌ－カルニチンおよびＬ－チロシンを含む、治療上有効な量の微量栄養素刺激成分；な
らびに
　Ｎ－アセチルシステインおよびアルファ－リポ酸を含む、治療上有効な量の微量栄養素
抗酸化成分
を含む、慢性疲労の治療用の経口投与組成物。
【請求項２】
　アセチル－Ｌ－カルニチンは６０～２５０ｍｇの範囲で存在する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　Ｌ－チロシンは５０～２００ｍｇの範囲で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　Ｎ－アセチルシステインは６０～２５０ｍｇの範囲で存在する、請求項１に記載の組成
物。
【請求項５】
　アルファ－リポ酸は２５～１００ｍｇの範囲で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　Ｌ－タウリン約２５～１００ｍｇを更に含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　中枢神経系刺激薬は、約２ｍｇ～２０ｍｇの量のアトモキセチンＨＣｌ、約０．７５ｍ
ｇ～７．５ｍｇの量のメチルフェニデートＨＣｌ、約０．５ｍｇ～５ｍｇの量のデクスメ
チルフェニデートＨＣｌ、約４ｍｇ～４０ｍｇの量のモダフィニル、約４ｍｇ～４０ｍｇ
の量のアルモダフィニル、または約１ｍｇ～１０ｍｇの量のアンフェタミンからなる群か
ら選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　ビタミンＢ６（ピリドキシン）およびビタミンＢ１２のうちの１つまたはそれ以上を更
に含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　ビタミンＣ、ビタミンＥ、ベータカロテン、亜鉛およびセレンのうちの１つまたはそれ
以上を更に含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　アセチル－Ｌ－カルニチン、Ｌ－チロシン、ビタミンＢ６（ピリドキシン）、ビタミン
Ｂ１２、Ｎ－アセチルシステイン、アルファ－リポ酸、Ｌ－タウリン、ビタミンＣ、ビタ
ミンＥおよびベータカロテンを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　１日当たり低投与量の中枢神経系刺激薬を投与するステップ、ならびに
　１日当たり治療上有効な投与量の、アセチル－Ｌ－カルニチン、
　Ｌ－チロシン、
　Ｎ－アセチルシステイン、および
　アルファ－リポ酸
を投与するステップ、
を含む、ヒト患者における慢性疲労の治療方法であって、ここで
　約１００～２０００ｍｇ／日の範囲でアセチル－Ｌ－カルニチンを投与し、
　約１００～２０００ｍｇ／日の範囲でＬ－チロシンを投与し、
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　１００～２０００ｍｇ／日の範囲でＮ－アセチルシステインを投与し、そして
　５０～１０００ｍｇ／日の範囲でアルファ－リポ酸を投与する、上記方法。
【請求項１２】
　慢性疲労は、慢性疲労症候群または線維筋痛症に関連する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　慢性疲労は、癌、ＨＩＶ／ＡＩＤＳ、Ｂ型およびＣ型慢性肝炎、自己免疫疾患、ライム
病、パーキンソン病、アルツハイマー病、精神的疾患（うつ病、ＡＤＤおよびＡＤＨＤを
含む）、多発性硬化症、鎌状赤血球貧血ならびにうっ血性心不全の群から選択される状態
に関連する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　ＣＮＳ刺激薬、アセチル－Ｌ－カルニチン、Ｌ－チロシン、Ｎ－アセチルシステインお
よびアルファ－リポ酸を、配合剤形で、一緒に経口投与する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　ＣＮＳ刺激薬は、２．５～４０ｍｇ／日の量で投与するメチルフェニデート、３０～１
００ｍｇ／日の量で投与するモダフィニル、２０～８０ｍｇ／日の量で投与するアルモダ
フィニル、２．５～１０ｍｇ／日の量で投与するデクスメチルフェニデート、２．５～２
０ｍｇ／日の量で投与するアンフェタミン、２０～５０ｍｇ／日の量で投与するアトモキ
セチン、または１５～２００ｍｇ／日の量で投与するカフェインからなる群から選択され
る、請求項１１に記載の方法。
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